
10 月 12日に行われた第 5回委員会では、これま
での取り組み（おでかけワークショップのまとめ、 
職員・市民アンケートの分析、現庁舎の室内環境
の調査結果等）について報告しました。

新庁舎整備の事業手法について、代表的な手法を説明し、
それぞれのメリットやデメリットを整理しました。

基本構想は、委員会だけではなくワークショップやアンケート等市民のみなさん
の意見も取り入れて美濃加茂らしいものとしていきます。
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①現庁舎の課題整理
②新庁舎に求められる基本機能
③新庁舎整備の事業手法及び候補地等の比較分析
④新庁舎をいかしたまちづくり構想
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最新情報はこちら

第6回は12月5日(火)19時 から生涯学習センターにて。
https://www.city.minokamo.gifu.jp/2050

まちづくり構想のコンセプトは、
どこの自治体にでもあるような
フレーズではなくて、美濃加茂
らしいものがいいね！

例えば、第５次総合計画の、
「まあるいまち美濃加茂」を想起させる
ようなフレーズにしてはどうだろう。 基本理念と基本方針は

これまでの話合い・取り組みを踏まえ、
このようにまとめてみました。

みんな庁舎に集まれ！という意味で、
みんな come on、みんな come on、
みんな come on、みんな come on、
・・・みのカモーン。

まちづくり構想のコンセプトについて、
例えば、美濃加茂人のDNAである「迎え入れる心」と
その「土壌・風土」をまちづくりに活かして、
今の美濃加茂市のコンパクトエリア内で再構築する
という意味で、『現代版太田宿』はどうだろう。 もっと若者にもなじみやすいフレーズが良いと思います。

※まちづくり構想のコンセプト、基本理念及び基本方針は、引き続き第6回委員会で審議する予定です。

良いアイディアだけど、地理的な太田に聞こえてしまうね。
外の人は美濃加茂といえば太田宿だけど、中の人はそうでもないものね。

これまでの活動報告を行いました

新庁舎をいかしたまちづくり構想や基本理念のアイディアをみんなで話し合いました！

新庁舎整備の事業手法を比較しました

新庁舎基本構想ができるまで ( 予定 )

■直接建設方式 (従来方式 )
設計、施工を業務委託や請負契約により発注するもの。

設計・施工・維持管理の全てを一括して性能発注するもの。
PFI 法に基づき実施。

民間が資金調達した上で設計、建設を行い、市が施設を
長期賃借するもの。

■リース (間借りを含む )方式

■PFI 方式


